
タ
ン
ト
業
、純
粋
持
株
会
社
」、「
七
三

広
告
業
」、

「
七
四
六
二

商
業
写
真
業
」
及
び
「
七
四
九

そ
の
他
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
各
欄
の
額
を
控

除
し
た
額
、
表
側
「
Ｍ

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」
の
欄
の
額
、
表
側
「
Ｎ

生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
の
欄
の
額
か
ら
「
七
九
一

旅
行
業
」、「
七
九
五

火
葬
・
墓
地
管
理
業
」、「
八

〇
三

競
輪
・
競
馬
等
の
競
走
場
、
競
技
団
」
及

び「
八
〇
九
六

娯
楽
に
附
帯
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
」

の
各
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
、
表
側「
Ｏ

教
育
、

学
習
支
援
業
」
の
欄
の
額
か
ら
「
八
二
一
六

社

会
通
信
教
育
」
の
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に

表
側
「
Ｒ

サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）」の
欄
の
額
か
ら
「
八
八
二

産
業
廃
棄
物

処
理
業
」、「
九
〇
一

機
械
修
理
業
（
電
気
機
械

器
具
を
除
く
）」、「
九
一
二

労
働
者
派
遣
業
」、

「
九
二
二
一

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
」及
び「
九

二
九

他
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
」

の
各
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
額
が
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
都

道
府
県
の
境
界
に
わ
た
つ
て
市
町
村
の
設
置
又
は

境
界
の
変
更
が
あ
つ
た
た
め
都
道
府
県
の
境
界
に

変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
計

し
て
得
た
額
を
、
当
該
境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域

が
従
来
属
し
て
い
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該

都
道
府
県
の
額
か
ら
減
じ
た
も
の
と
し
、
当
該
区

域
が
新
た
に
属
す
る
こ
と
と
な
つ
た
都
道
府
県
に

つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
額
に
加
え
た
も
の
と

す
る
。

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
欄
の
額
か
ら
「
七

二
八

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
、
純
粋
持
株
会

社
」、「
七
三

広
告
業
」、「
七
四
六
二

商
業
写
真

業
」
及
び
「
七
四
九

そ
の
他
の
技
術
サ
ー
ビ
ス

業
」
の
各
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
、
表
側
「
Ｍ

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
欄
の
額
、
表
側

「
Ｎ

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
の
欄

の
額
か
ら
「
七
九
一

旅
行
業
」、「
七
九
五

火

葬
・
墓
地
管
理
業
」、「
八
〇
三

競
輪
・
競
馬
等

の
競
走
場
、
競
技
団
」
及
び
「
八
〇
九
六

娯
楽

に
附
帯
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
各
欄
の
額
を
控
除

し
た
額
、
表
側
「
Ｏ

教
育
、
学
習
支
援
業
」
の

欄
の
額
か
ら
「
八
二
一
六

社
会
通
信
教
育
」
の

欄
の
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
表
側
「
Ｒ

サ
ー

ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」の
欄
の
額

か
ら
「
八
八
二

産
業
廃
棄
物
処
理
業
」、「
九
〇

一

機
械
修
理
業
（
電
気
機
械
器
具
を
除
く
）」、

「
九
一
二

労
働
者
派
遣
業
」、「
九
二
二
一

ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
」
及
び
「
九
二
九

他
に
分

類
さ
れ
な
い
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
各
欄
の
額
を

控
除
し
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

額
が
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
都
道
府
県
の
境
界

に
わ
た
つ
て
市
町
村
の
設
置
又
は
境
界
の
変
更
が

あ
つ
た
た
め
都
道
府
県
の
境
界
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、次
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
て
得
た
額
を
、

当
該
境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
が
従
来
属
し
て
い

た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
額
か

ら
減
じ
た
も
の
と
し
、
当
該
区
域
が
新
た
に
属
す

る
こ
と
と
な
つ
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都

道
府
県
の
額
に
加
え
た
も
の
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
の
従
業
者

数
）

第
七
条
の
二
の
十
五

法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
所
統
計
の
最
近
に
公
表
さ

れ
た
結
果
に
よ
る
各
市
町
村
の
従
業
者
数
は
、
経

済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
規
則
に
よ
り
調
査
し
た
令

和
三
年
六
月
一
日
現
在
に
お
け
る
従
業
者
数
の
確

定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
従
業
者
数
の
確
定

数
が
公
表
さ
れ
た
後
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
の
従
業
者

数
）

第
七
条
の
二
の
十
五

法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
所
統
計
の
最
近
に
公
表
さ

れ
た
結
果
に
よ
る
各
市
町
村
の
従
業
者
数
は
、
旧

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
規
則
に
よ
つ
て
調
査
し

た
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
現
在
に
お
け
る
従
業

者
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
従
業
者
数
が
公
表

さ
れ
た
後
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
若
し
く

合
若
し
く
は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
市
町

村
の
境
界
が
確
定
し
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
が

必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
廃
置
分
合
若

し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
確
定
に
係
る
区
域
の

従
業
者
数
を
関
係
市
町
村
の
従
業
者
数
に
加
え
、

又
は
関
係
市
町
村
の
従
業
者
数
か
ら
減
じ
た
も
の

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
市
町
村
の
境
界

が
確
定
し
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境

界
変
更
又
は
境
界
確
定
に
係
る
区
域
の
従
業
者
数

を
関
係
市
町
村
の
従
業
者
数
に
加
え
、
又
は
関
係

市
町
村
の
従
業
者
数
か
ら
減
じ
た
も
の
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附

則

附

則

（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
等
に
係
る
従
業
者
数
の

定
義
の
特
例
）

（
福
島
県
南
相
馬
市
等
に
係
る
従
業
者
数
の
定
義

の
特
例
）

第
三
条
の
二
の
五

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡

町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
及
び
浪
江
町
並
び
に
相
馬

郡
飯
舘
村
に
対
す
る
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

事
業
所
統
計
の
最
近
に
公
表
さ
れ
た
結
果
に
よ
る

当
該
市
町
村
の
従
業
者
数
は
、
第
七
条
の
二
の
十

五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎

調
査
規
則
（
平
成
三
十
一
年
総
務
省
令
第
四
十
六

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
二
十
五
号
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎

調
査
規
則
」
と
い
う
。）に
よ
り
調
査
し
た
平
成
二

十
一
年
七
月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の

従
業
者
数
の
確
定
数
に
、
令
和
三
年
五
月
三
十
一

日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を
平
成
二
十

一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て

得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
従
業
者
数
（
そ
の
従
業
者

数
が
旧
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
規
則
に
よ
り
調

査
し
た
同
年
七
月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
市
町

村
の
従
業
者
数
を
超
え
る
と
き
は
、
旧
経
済
セ
ン

サ
ス
基
礎
調
査
規
則
に
よ
り
調
査
し
た
同
日
現
在

に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
従
業
者
数
と
す
る
。）と

す
る
。

第
三
条
の
二
の
五

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢

葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、

浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対

す
る
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
事
業
所
統
計
の

最
近
に
公
表
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の

従
業
者
数
は
、
第
七
条
の
二
の
十
五
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
旧
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
規
則
に

よ
つ
て
調
査
し
た
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
現
在

に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
従
業
者
数
に
、
平
成
二

十
六
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法

に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

の
数
を
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
同

法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
従
業
者

数
（
そ
の
従
業
者
数
が
旧
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調

査
規
則
に
よ
つ
て
調
査
し
た
平
成
二
十
一
年
七
月

一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
従
業
者
数
を

超
え
る
と
き
は
、
旧
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
規

則
に
よ
つ
て
調
査
し
た
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

現
在
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
従
業
者
数
と
す

る
。）と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報 
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